
『グラン・トリノ』 

監督を兼ねる本作で、オスカー受賞作『ミリオンダラー・ベイビー』（04）以来の映画出演を 

はたしたクリント・イーストウッド。今回の役どころは朝鮮戦争の帰還兵ウォルト・コワルスキ 

ーだ。偏屈で頑固なコワルスキーが隣人との交流を通じて、自らの先入観や偏見を改めていく。 

ウォルト・コワルスキーの日常は、自動車工の仕事をリタイアして以来、同じことの繰り返し 

だ。自宅を修繕し、ビールを飲んで一日が過ぎ、月に一度床屋に行く。亡き妻は最期の願いとし 

てウォルトに懺悔（ざんげ）を勧めた――今までの罪を告白し、神の許しを乞うてほしいと。し 

かし、ウォルトにしてみれば懺悔することなど何もない。かつて朝鮮戦争に出兵したウォルトは 

今もＭ１ライフルを手元に置き、ピカピカに磨きあげている。罪を告白するほど心を許せる相手 

がいるとしたら、それは愛犬のデイジーくらいだ。 

そんな彼が「隣人」と呼んでいた顔なじみは引っ越したり、亡くなったりして、誰ひとりいな 

くなってしまった。今では近所に東南アジアからやって来たモン族が住み着いているが、ウォル 

トにはこれが気に入らない。というより、この近所で目にするものすべてがいまいましかった。 

どの家も軒は崩れかけ、庭の草木は伸び放題。住民は外国人だらけだ。モン族、ラテン系、アフ 

リカ系の若いゴロツキはグループを作って、我が物顔で通りを歩く。ウォルトにも成人した息子 

たちがいるが、他人も同然だ。今のウォルトは、ただ死ぬのを待っているかのようだった。 

ある晩、何者かが自慢のグラン・トリノを盗みに入るまでは――。 

その 72年製のフォード車は、ウォルト自身が自動車工として手がけた一台で、今も新車同様 

の輝きを放っている。このグラン・トリノが縁となり、ウォルトはタオ（ビー・バン）というシ 

ャイな少年と知り合うことになる。タオはモン族の不良グループにけしかけられて、ウォルトの 

グラン・トリノを盗もうとしたのだ。 

それをウォルトが未然に防ぎ、計らずも町内の英雄に祭り上げられる。とりわけタオの母親と 

姉スー（アーニー・ハー）はウォルトに感謝することしきり。おわびのしるしとして、タオに奉 

公させたいと言い出すしまつだ。最初は移民の一家と関わりたくないと思っていたウォルトだっ 

たが、ついに根負けし、タオに家の修繕を手伝ってもらうことにする。やがて、ふたりの間に思 

いがけない友情が芽生え、それぞれの人生を大きく変えていく。 

ウォルトはタオ一家の誠意に触れるうち、彼らの現実を、そして、自分自身の本心を知る。痛 

ましい過去をもつモン族の隣人は、ウォルトにとって本当の家族以上に通じ合える存在だった。 

そんな隣人との交流がウォルトの心を開いていく。あの戦争以来、固く閉ざされていた心の扉 

――それは暗いガレージにしまい込まれたグラン・トリノそのものだった。



ワーナー・ブラザース映画提供／ビレッジ・ロードショー・ピクチャーズ提携／ダブル・ニッケ 

ル・エンターテイメント、マルパソ作品／原題“Gran Torino”／監督クリント・イーストウッド 

／脚本ニック・シェンク／原案デイブ・ジョハンソン＆ニック・シェンク／製作クリント・イー 

ストウッド、ロバート・ローレンツ、ビル・ガーバー／製作総指揮ジェネット・カーン、アダム・ 

リッチマン、ティム・ムーア、ブルース・バーマン／出演クリント・イーストウッド、ビー・バ 

ン、アーニー・ハー、クリストファー・カーレイ、ジョン・キャロル・リンチ、ブライアン・ヘ 

イリー、ブライアン・ハウ、ウィリアム・ヒル／撮影トム・スターン／美術ジェイムズ・Ｊ・ム 

ラカミ／編集ジョエル・コックス、ゲイリー・Ｄ・ローチ／衣装デボラ・ホッパー／音楽カイル・ 

イーストウッド、マイケル・スティーブンス／編曲＆演奏指揮レニー・ニーハウス 

世界配給ワーナー・ブラザース映画（ワーナー・ブラザース・エンターテイメント・カンパニー）、 

一部地域の配給はビレッジ・ロードショー・ピクチャーズが担当。 

プロダクション・ノート 

【時代は変わった】 

ベテランの俳優、監督として映画史に残る名作を放ってきたクリント・イーストウッドだが、 

カメラの前に立つのはオスカーに輝いた『ミリオンダラー・ベイビー』（04）以来だ。「実を言 

うと、俳優業は控えようと考えていたんだ」とイーストウッドは明かす。「ところが、この作品 

には同年代のキャラクターが出てくるし、そのキャラクターというのが僕のことを念頭に置いて 

書かれたんじゃないかと思うような男だった……本当は違うんだけどね。それに、脚本もすばら 

しかったよ。ひねりが効いていて、ところどころに笑いを含んでいたからね」 

イーストウッドの制作会社マルパソに届いたその脚本は、新人のニック・シェンクが執筆した 

もの。本作で映画脚本家としてデビューしたシェンクはパートナーのデイブ・ジョハンソンとと 

もに原案も練り上げた。「今回のストーリーはニックとデイブの実体験がもとになっている。故 

郷のミネソタで見聞きしたことや地元の人々との交流が下敷きなんだよ」とプロデューサーのロ 

バート・ローレンツは言う。ローレンツは、イーストウッドが全幅の信頼をおく旧知のパートナ 

ーだ。「この脚本は製作総指揮のジェネット・カーン、製作のビル・ガーバーを経由して我々の 

手元に届いた。僕も最初はハイペースで読んでいた。クリントが出演するとは想像すらしていな 

かったからね。でも、途中からペースを落として、じっくり読むようになった。とてもよくでき 

た脚本だったんだ。もう一度読み直してみたが、やはりすばらしい。クリントにゴリ押しは無用 

だが、とりあえず脚本を手渡して言ったんだ。『これが君の監督作になるか出演作になるかはわ 

からないけれど、とにかくおもしろいよ』と。後日、クリントから電話で『あの脚本、とてもい 

いね』と返事があった。そこから、すべてが始まったんだ。」 

シェンクによれば、ウォルト・コワルスキーというキャラクターは特定の俳優をイメージして 

創作したものではないそうだ。「ウォルトは手先の器用なおじさん、あるいは、ガミガミ親父と 

いう感じ。人が自転車を組み立てていれば、横からあれこれ口を出してくるようなタイプなんだ。 

そういうおじさんは町内に一人はいるんじゃないかな」 

ミネソタ州出身のシェンクは地元の工場で働いていたことがある。当時の仕事仲間には、モン 

族の移民が大勢混じっていた。モン族はラオスをはじめとするアジア各地に散在し、ベトナム戦



争時には米軍を支援したが、その文化はほとんど知られていない。「たしかにモン族の文化は見 

えにくい」とシェンクもうなづく。 

ウォルトは一見すると筋金入りの人種差別主義者だ。普段の会話でも差別語を連発するのだが、 

そんな彼も近隣に越してきたモン族の一家と触れ合ううちに、とげとげしい言動はなりをひそめ 

ていく。「ウォルトは朝鮮戦争で体験した悪夢に、今も苦しめられていて、隣人を見ると当時を 

思い出してしまうんだ」とシェンク。「彼にとってアジア人はみんな一緒。同じに見える。そん 

なウォルトの前に実態のわからない民族が現われた。彼らのことを知るにつれ、自分はあの戦争 

で何をしたのか考えるようになるんだ」 

製作のビル・ガーバーが指摘するように、本作は人間関係の機微を描いている点で過去のイー 

ストウッド作品に通じるものがある。「クリントは昔から人種、宗教、社会的偏見といった重い 

テーマを正面から取りあげてきた。それを不適切と見る向きもあるかもしれないが、社会の現実 

であることは間違いない」とガーバー。「イーストウッド作品のファンなら察しがつくと思うが、 

今回の主人公であるウォルトも見た目どおりのキャラクターではない。その素顔は最初は見えな 

いけれど、隣人との関係が深まるにつれて、だんだんと見えてくるんだ」 

「この作品の監督も、ウォルトを演じる俳優も、クリント・イーストウッド以外は考えられない」 

と原案を担当したデイブ・ジョハンソンが断言する。「監督としてのイーストウッドは本当に器 

が大きくて、どんなにきわどいテーマにも物おじしない。俳優としても、ウォルトを演じるには 

相当な度胸が必要だったと思う。ウォルトは、お世辞にもかわいげがあるとは言えないキャラク 

ターだから。ウォルトは 60年間ずっと偏屈な男で通してきた。それほど染みついたものを変え 

るのは、かなりの勇気がいるはず。特に晩年になったらなおさら至難の業だ。ウォルトは見た目 

もたくましいけれど、ストーリーが進むに従って、内面のたくましさも現わしていくんだ」 

本作のストーリーは、妻のドロシーを亡くしたウォルトが人生の最終章にさしかかったところ 

からスタートする。それ以前のウォルトは悪夢のような朝鮮戦争を体験し、フォードの自動車工 

場に半世紀ほど勤務した。しかし、今となっては戦争も遠い昔、自動車工場も閉鎖され、妻はこ 

の世にいない。ふたりの息子はそれぞれ独立して、めったに顔を見せない。「ウォルトは懸命に 

働いてきたし、息子たちもそれなりに出世している」とイーストウッドが説明する。「けれども 

妻に先立たれ、息子たちとも疎遠になってしまった。息子たちは父親に近づこうせず、愛想を尽 

かしているんだ。ただ、息子の立場から言えば、ウォルトは決してとっつきやすい父親じゃない。 

超のつくへそ曲がりだし、孫のピアスにも文句を言うくらいだからね」 

ウォルトの息子ミッチ・コワルスキーに扮するブライアン・ヘイリーも同じ意見だ。「ウォル 

トみたいな親父はやっかいだよね。ミッチとウォルトは水と油。ウォルトは地道に働くブルーカ 

ラーだけど、ミッチは派手なヤング・エグゼクティブさ。ふたりの親子関係は微妙だよ。ウォル 

トは息子に何を話せばいいかわからないし、ミッチは父親とどう接していいかわからないんだ」 

そして、ウォルトを放っておいてくれないのが、ウォルトの亡き妻が信頼を寄せていたヤノビ 

ッチ神父。ヤノビッチは彼女の遺志をかなえるべく、ウォルトに食い下がる。「クリント・イー 

ストウッドに門前払いを食らうのが僕の役どころ」とヤノビッチに扮するクリストファー・カー 

レイは笑う。「ヤノビッチはやみくもにウォルトに理解を得ようとするんだ。せめて話だけでも 

聞いてほしいと。けれども、ウォルトは相手が神父だからといって敬意を払うこともない。ヤノ 

ビッチのことは“27歳のインテリ童貞”くらいにしか思っていないからね（笑）。ウォルトは 

こう言い放つんだ。『世間に通用するやり方は俺には通用しない』と」 

イーストウッドがコメントする。「ウォルトはヤノビッチ神父を色眼鏡で見ているふしがある。 

神父は粘り強く贖罪を勧めるんだが、ウォルトにとって彼は“神学校を出たばかりの教科書どお



りの優等生”でしかない。だから、ふたりの関係はいつも一方通行。ウォルトに『バテレン』呼 

ばわりされるヤノビッチだが、なかなか気骨がある。でも、ウォルトのほうが一枚上手なんだ」 

ウォルトの唯一の楽しみはグラン・トリノの手入れだ。この 72年製の愛車にシルクのシート 

をかけ、自宅のガレージに大切にしまいこんできた。フォードの自動車工場で、この車にハンド 

ルを取りつけたのはほかならぬウォルトである。「あのグラン・トリノは自慢の息子なんだ」と 

イーストウッド。「というより、ウォルト自身だね。運転するわけでもなく、ただガレージに置 

いているんだが、ときどき外に出してワックスをかけてやる。ビール片手に愛車を眺めるのが老 

後のいちばんの楽しみなんだ」 

古びた二階家が軒を連ねる町内で、ウォルトの家はひときわ目を引く。外壁の塗装も草木の剪 

定も完璧。庭先には星条旗が高々と掲げられている。だからこそ、近隣の景観の悪化に耐えられ 

ない。「彼は慣れ親しんだ世界が消えてしまったことを非常に苦々しく思っている」とイースト 

ウッド。「ウォルトが育ったミシガンは自動車産業で栄えた。洗練されたアメリカ人が大勢住ん 

でいて、ウォルトもその一人だったんだ。だから、周囲の景色がさびれていくのを見るのが忍び 

ない」 

近隣の住宅が老朽化していくなか、ウォルトの家だけは手先の器用な家主のおかげでメンテナ 

ンスが行き届いている。「ウォルトは町内で浮いた存在」と製作のローレンツは指摘する。「ウ 

ォルトは今も過去にしがみついたまま。心の中につかえがあり、そのせいで前へ進めない。そん 

なもどかしさが彼の人生に大きな影を落としているんだ」 

もうひとり、町内で孤立しているのがタオという 16歳の少年だ。タオは祖母、母、姉と一つ 

屋根の下で暮らしている。「一家の中で男はタオだけ。だから、男として手本になる人も先輩に 

あたる人もいない。タオが弱虫で自信がないのは女系家族の中で育ってきたからじゃないかな。 

タオは先生のような存在を求めていた。そして、ウォルトを師と仰ぐ」 

おとなしいタオは高校にも行かず、仕事もせず、いつのまにかモン族の不良グループに引き込 

まれてしまう。グループのリーダー格はスモーキーという少年と、タオのいとこの通称スパイダ 

ーだ。「タオはどこへ行ってもいじめられてしまうんだ」とスモーキー役のソニー・ビューは指 

摘する。「タオはひとりでは何もできないけれど、仲間がいればかばってもらえる。こういうグ 

ループを作る目的は他のグループから身を守るためなんだけど、スモーキーたちはウォルトに脅 

されてから暴走を始めてしまう。もっとタフにならなければ、男らしくならなければと焦るんだ」 

スモーキーもスパイダーもモン族のなかではアメリカに生まれた最初の世代。モン族の伝統を 

教えてくれる大人は周りにいない。上の世代はアメリカ文化になじむのに、もっと苦労している 

からだ。スパイダーを演じるドゥーア・ムーアが説明する。「ふたつの文化を生きることにはか 

なりの抵抗を感じるもの。だから少年たちは徒党を組んで、自分の居場所を確保しようとする。 

その点、女の子は家族を頼りにする傾向があるし、母親を先生にできるから、自分の境遇や親に 

反発することも少ないんじゃないかな」 

タオはグループの一員になった証として、ウォルトのグラン・トリノを盗み出すようにリーダ 

ーから命じられる。「タオは自分も男だということを証明したい、グループに認められたいと思 

うんだ」とビー・バンは言う。ところが、その試みは失敗に終わる。盗みに入ったタオの前に突 

然ウォルトが現われたのだ。タオは相手の顔も見ずに尻尾を巻いて逃げ出す。「あれはタオの惨 

敗だよ」とビー・バン。「そのせいで盗みに入る前より臆病者になってしまうんだ」 

ほどなくしてグループのメンバーがタオのもとに駆けつけるが、そこで小競り合いが起き、少 

年たちはウォルトの家の庭先に足を踏み入れてしまう。ウォルトは戦場から持ち帰ったＭ‐１ラ 

イフルをちらつかせながら、少年たちに警告する――うちの芝生に入るな！ 「ウォルトは一気



に戦闘モードに入ってしまうんだ。と同時にモン族のコミュニティが抱える深刻な問題にも気づ 

く。特に、少年グループの問題にね」とイーストウッド。 

このときの勇敢な行動が称えられ、ウォルトは期せずして町内のヒーローになった。さらには 

モン族の隣人から食料、花、草木などのプレゼント攻めにあう。「ウォルトは彼らと関わりをも 

ちたくないんだ」とイーストウッドは続ける。「けれども、モン族の人たちが知的で義理堅いこ 

とを知って、考えが変わる。ウォルトのセリフに『のぼせ上がったうちのせがれより、この人た 

ちのほうによほど親しみを感じる』というのがあるんだけど、それがすべてを物語っていると思 

う。あれほど偏見に満ちていたウォルトがモン族の人々と接するなかで、頑固な偏見から解き放 

たれていく。その姿はおもしろくもあり、おかしくもあるよ」 

ウォルトのとげとげしい態度を和らげられる唯一の人間が、タオの姉のスーだ。しっかり者の 

スーは一家の誰よりもアメリカナイズされている。「ウォルトは好き放題に悪態をつくの」とス 

ー役のアーニー・ハーは指摘する。「相手がどこの出身だろうと、おかまいなし。思ったことは 

何でも口に出してしまうのよ」。そして、スーというキャラクターについては「本当にたくまし 

い女の子だと思うわ。ウォルトに対して、いつも丁重に接する。ときどき『ウォーリー』なんて 

呼んでからかうことはあってもね。それに、ウォルトとタオを引き合わせたのもスーなの。ウォ 

ルトが弟と仲良くしてくれることを願っているんでしょうね。そうしないと、弟は悪い仲間に入 

って将来を棒に振ってしまうかもしれない。ウォルトならタオの父親代わりになってくれるとス 

ーは期待しているの。タオもウォルトについていれば、きっといい将来がひらけるし、まっとう 

な人間になれるはず」 

ウォルトとスーはすんなり打ち溶ける。「スーはうわべだけでなく心の底からウォルトのこと 

を気にかけていると思う。でも、ウォルトの身内は違う。ただ機械的に、義務として彼に接して 

いるにすぎない」と製作のローレンツは分析する。「スーの誠意を感じるからこそ、ウォルトは 

彼女に心を開くんじゃないかな」 

スーは家族の祝いの席にウォルターを招くことに成功する。そこにはモン族のシャーマンも同 

席。そして、シャーマンのお告げを通じてウォルターが今まで語らずにいた真実が明かされる。 

ローレンスは言う。「この一家のおもしろいところは――これはシャーマンとのやりとりではっ 

きりわかることだが、歯に衣着せずものを言うところ。実の息子でも言えないようなことをウォ 

ルトに向かってズバリ指摘する。彼らが痛いところをついたり、立ち入った質問をしたりするの 

で、ウォルトは否応なしに我が身を振り返る。これほど反省を促されたことはなかったはずだが、 

そこがウォルトの悪いところ。今まで自分に都合の悪いことはいっさい考えないようにしてきた。 

だから偏見の塊になってしまったんだ。それまでのウォルトはトラブルが起きれば、怒りの矛先 

を外へ向け、人のせいにしていた。自分の心を見つめ、我が身を改めようとはしなかった。でも、 

モン族の隣人によって、そうせざるを得なくなるんだ」 

ウォルトの愛車を盗みに入ったタオは母と姉に背中を押され、罪滅ぼしとしてウォルトの仕事 

をしばらく手伝うことにする。「ふたりは一家の威信をかけて、タオにつぐないをさせようとす 

るんだ」とイーストウッドは言う。 

手伝いにやってきたタオに対してウォルトは蔑称を連発。タオの名をわざと「トード（バカ、 

ヒキガエルの意）」と言い違えてみせる。それでもタオは役に立とうと懸命になり、ウォルトと 

一緒に近所のボロ家を修繕。ウォルトはタオを見直すのだ。「そこから、ふたりの間柄は変わっ 

ていく」とタオ役のビー・バンは言う。「ウォルトはタオの成長ぶりに感心するんだ。最初のこ 

ろに比べれば、ずいぶん大人になったし、日に日にたくましくなるからね。タオも両手にタコを 

作って誇らしい気分になる。自分もようやく何かの役に立てた、役に立つ人間になれたんだと」



ウォルトの最終目標は“タオを一人前にすること”だ。ビー・バンが続ける。「ウォルトはた 

だ仕事を教えているだけじゃない。タオに男としての自信をつけてやろうと考えているんだ。そ 

うすれば悪い仲間とつるむ必要もなくなる。ウォルトはタオに人生のいしずえを与えてやるんだ 

よ」

生きる当てのなかった少年に仕事をもたせ、まっとうな生き方を教え、将来の道筋をつけてや 

ることはウォルトの生きがいになる。そしてタオとの奇妙な二人三脚はウォルト自身をも変えて 

いく。製作のローレンツが語る。「タオには頼れる父親、手本になる父親がいない。そしてウォ 

ルトには親としての喜びを実感できるような親子関係がない。だからふたりのニーズは一致する 

んだ。ウォルトは探していたんだよ――晩年を迎えた今、人生の集大成となるような仕事を、そ 

して、生きてきて良かったと思わせてくれる相手をね」 

一方、スモーキー率いる不良グループはタオの一家に繰り返しいやがらせをし、脅迫まがいの 

行動に出る。そこで再び“老兵ウォルト”は立ち上がり、まったく経験のない任務を背負うこと 

になる。「毒を食らわば皿まで、だよ」とイーストウッド。「ウォルトは中途半端を嫌う男。何 

をするにも徹底しているんだ」 

【見知らぬ隣人】 

モン族がメジャーな映画で取りあげられるのは今回が初めて。モン族の 18の氏族はラオス、 

ベトナム、タイなどアジア各地に散在しているが、とりわけラオスのモン族はベトナム戦争後に 

アメリカへ移住し、大変な苦労を強いられた。「彼らのことは詳しく知らなかった」とイースト 

ウッド。「ベトナム戦争でアメリカ軍に加担し、戦争が終わるとともに避難民として受け入れら 

れた。知っていたことと言えば、そのくらいかな」 

「私たちがあの戦争でどんな役割を担ったか。悲しいことに、それを知る人はほとんどいないん 

です」とモン族のスタッフのポーラ・ヨウは話す。ヨウはこのプロジェクトの初期からアドバイ 

ザーを務めてくれた。「モン族がアメリカに渡った経緯、ベトナム戦争下でたくさんの兵士や一 

般人が命を落としたことは今も極秘扱いにされています。上の世代もそれについて語ろうとはし 

ません。あまりにも悲惨なエピソードが多いし、年長者は非常に謙虚だから」 

イーストウッドが指摘するように、モンの人々は自分たちのことを民族ではなく、文化と捉え 

ている。「彼らには独自の宗教や言語があって、仲間を家族と見なす傾向がある。モン族はベト 

ナム戦争が終わってから、とてつもない苦労をしてきたんだ。ベトナムでは彼らを取り巻く状況 

が良好ではなかった。そこでルター派の教会や私設団体の尽力によって、モン族はアメリカに受 

け入れられることになった。多くの悲しみを耐え忍んできた人たちだから、非常にたくましい」 

モン族の真の姿を伝えたかったイーストウッドは、モン族の役はモン族の俳優に演じてもらう 

のが筋と考えていた。ところが、全米俳優協会に登録しているプロはごくわずかしかいない。 

そこでキャスティング・チームを率いるエレン・チェノウェスは一般公募を視野に入れ、同じ 

チームのジェフリー・ミクラットとアメリア・ラッシュとともにインターネットでモン族のコミ 

ュニティを検索。いくつかの拠点に連絡をとり、カリフォルニア州フレズノ、ミネソタ州セント 

ポール、ミシガン州ウォーレンなど全米各地でオーディション開催のチラシを配布した。「そこ 

にたどり着くまでが大変でした」とチェノウェスは振り返る。「モン族のコミュニティを探しあ



て、顔を覚えてもらい、信頼を得て、ようやく出演希望者がいるかどうか確認する。通常では考 

えられないプロセスです。こちらの事情をすべて説明して、体当たりの交渉をしました」 

モン文化のアドバイザーを務めたセドリック・リーはキャスティング・チームに手を差し伸べ、 

モン・コミュニティとスタッフとの架け橋になった。 「モン族の人たちが集まる場所に何度も 

出向きました」とリーは言う。「父の日の祝賀会とか、教会の行事とか。言葉の壁があるので、 

こちらのスタッフがモン族の年配者と話すときは私たちが通訳を務めました。相手が若者だと会 

話もスムーズでしたね。若い世代は英語を話しますから」 

チェノウェスの一行が真っ先に訪ねたのは、ミネソタ州セントポールとカリフォルニア州フレ 

ズノの二大コミュニティ。そこのリーダーに話をつけ、全米に散らばるモン族の居住区で出演者 

を募ることになり、セントポールでの公開オーディションは一日がかりの大規模なものになった。 

イーストウッド作品の噂はインターネット、新聞、口コミ、若い世代を通してモン族のコミュ 

ニティ全体に広まった。「みんな、本当に感激していました」と前出のポーラ・ヨウは振り返る。 

「あのクリント・イーストウッドの映画ということで、どんなかたちでもいいから協力したいと 

言う人がたくさん現われました。小さな子供から若い人たち、おじいちゃん、おばあちゃんまで 

集まってくれたんです。誰もが、我がモン族にチャンスを与えてくれたクリントに感謝していま 

した」 

各地で何十回となく行われたオーディションの模様はすべてテープに収められた。「オーディ 

ションのあとはロサンゼルスに引き返して、クリントも交えてすべてのテープをチェックしまし 

た」とキャスティングのチェノウェスは説明する。「編集室でテープを見ながら、候補者を絞る。 

各役の候補を数人まで絞り込み、最後はクリントの一存に任せました」 

数百名の応募者からメイン・キャラクターのタオ役に選ばれたのが、ミネソタ州セントポール 

に住む 16歳のビー・バンだ。チェノウェスが語る。「私のアシスタントのアメリアがある学校 

を訪れた際、校内でビー・バンを見かけて声をかけたんです。私も彼の応募写真にハートマーク 

をつけました。とにかく顔立ちが気に入ったんです。演技の経験はほとんどないけれど、ビー・ 

バンの表情には素直で優しい人柄がにじみ出ている。どうしても出演してほしくて、合格した旨 

を電話で伝えたら、ビー・バンはしばし言葉を失っていました。きっと自分が選ばれるとは夢に 

も思わなかったんでしょうね」 

ビー・バンの身長は約１ｍ67㎝だが、ウォルト役のイーストウッドは１ｍ90㎝近くある。並 

んで立つと差は歴然。「タオは文字どおり、いつもウォルトを見上げているんだ」とビー・バン 

は笑う。カリフォルニア州フレズノで生まれたビー・バンはミネソタ州ツインシティズで非公開 

のオーディションにのぞんだ。タオ役に選ばれたと知ったときは「思わずひざまづいて泣いてし 

まったよ。まさに天地がひっくり返る出来事だったから。夢を見ているような気分だった」とか。 

撮影が始まり、最初は緊張しきりだったビー・バンもイーストウッドのスタイルにすぐに慣れ 

たという。「イーストウッド監督のことは西部劇や『ダーティハリー』で小さいころから見てき 

たよ。まさか会えるとは思っていなかったのに、その人が目の前にいるんだからね。信じられな 

かった」とビー・バンは明かす。「監督は自然な演技、リアルな演技を好むんだ。そういうスタ 

イルはすばらしいと思う。普段の監督は本当にいい人で、とても謙虚。監督をはじめスタッフの 

みなさんと過ごした時間は楽しかった。一生忘れないよ」 

16歳のアーニー・ハーも多くの候補を押しのけ、スー役を射止めた。ハーをオーディション 

に誘ったのは前出のアメリア・ラッシュ。その日ラッシュはデトロイトで開かれたモン族の催し 

でブースを設置し、“映画出演者募集”の大きな看板を掲げた。「そこへアーニーが家族と一緒 

に通りかかった。アメリアは彼女に駆け寄り、腕をつかまえて『映画のオーディションを受けて 

みない？』と言ったそうです」とキャスティング主任のチェノウェスが言う。



自信とユーモアにあふれるハーは、タオの姉スー役に適任だ。チェノウェスが続ける。「私た 

ちがイメージしたスーは“たくましいお姉さん”。弱虫の弟をかばう気持ちが強いんですが、ア 

ーニーはそんなスー像にぴったり。はつらつとしているところも魅力でした」 

スーがウォルトの心にすんなり入っていったように、ハーもまたイーストウッド監督とすぐに 

打ち解けることができた。おかげで初めての大役も自信をもって演じられたという。「クリント 

はいつもリラックスさせてくれるの。うるさいことは何も言わないし、私が演じたいように演じ 

させてくれるし、ダメなところはきちんと指摘してくれる。こんなに偉大な監督と組めて、本当 

に幸せだったわ」 

「ビーとアーニーの演技が自然に見えるとしたら、それはふたりに才能があるからだよ」とイー 

ストウッドは謙遜する。「監督の力量と言いたいところだけれど、見当ちがいだね」 

タオとスーの母親でシングルマザーのビューを演じるのがブルック・ジアー・タオだ。ラオス 

生まれの彼女はカリフォルニア州ビセイリアに移住。演技の経験はなく、オーディションには子 

供の付き添いでやって来たにすぎなかった。「たまたま会場に来たブルックにオーディションを 

受けるよう勧めたんです。そうしたらみごと合格しました」とアドバイザーのセドリック・リー 

は話す。「不思議なことに、ブルック本人は完璧にアメリカナイズされているんですが、母親を 

演じるときは別人のようになるんです」 

そんなジアー・タオにとって、本作はモン族を知ってもらう絶好のチャンスとなった。「この 

映画に描かれていることがすべてではないけれど、モン族の一端を垣間見てもらえると思いま 

す」とジアー・タオ。「モン族に対するみなさんの見方が変われば嬉しいし、私たちの姿やベト 

ナム戦争で果たした役割も知ってほしい。私の父も 14歳の若さでベトナムに出兵しました」 

61歳のチー・タオはラオスに生まれ、現在はミネソタ州セントポールで暮らす。作中ではタ 

オの祖母を演じた。「タオのおばあちゃんはモン族の言葉しか話しません。それだけにキャステ 

ィングは楽しくもあり、悩ましくもありました」とキャスティング・チームのジェフリー・ミク 

ラットは説明する。「この役はいかにキャラが立つかがポイント。とてもユニークなおばあちゃ 

んですが、その役にチーは適任でした」 

チー・タオはイーストウッドと意気投合し、孫娘を通訳に立ててイーストウッドと話し込むこ 

とがよくあった。自身も悲劇の歴史を生き抜いてきた彼女は、全身全霊をかけてこの役に取り組 

んだ。「チー・タオは言っていました。『この役は私自身だから、何の苦もなく入っていける』 

と。彼女もこの映画で描かれているような苦境を乗り越えてきた。だから、何の問題もなくカメ 

ラの前に立つことができたのでしょう」とミクラットは言う。「じつはモン語のセリフはほとん 

ど台本に書かれていなかったんです。ですからチー・タオのセリフもほぼアドリブ。それでも彼 

女はみごとにやってのけました。自分の思いや体験をセリフに込めたんです」 

タオの一家を困らせる不良グループの少年たちには５人の若者が扮している。５人とも同じモ 

ン族だが、氏族も現住所もバラバラだ。「彼らには独特の存在感があって、味のある顔をしてい 

ました」とミクラットは感心する。「ニューヨークでドゥーア・ムーアを、セントポールでソニ 

ー・ビューに会ったとき、このふたりならスパイダーとスモーキーにぴったりだと思いました。 

ドゥーアのほうはモン族のキャストのなかでは数少ない演技経験者。彼なら、なんらかの役に合 

格すると思いました」 

タイで生まれ、ミネソタ州で育ったムーアは俳優をめざして 18歳でニューヨークへ渡った。 

作中ではタオとスーのいとこにあたる自称スパイダー（本名フォン）を好演している。「この映 

画で俳優になる夢がかなったよ」とムーア。「セットにいられるだけで、ありがたかった。クリ 

ントは最高の監督さ。本当に穏やかな人なんだ」



一方、スモーキー役を得た 19歳のソニー・ビューはカリフォルニア州に生まれ、現在はミネ 

ソタ州セントポールに住んでいる。演技の経験はなかったが、そのたたずまいはスモーキーその 

もの。キャスティング・チームはオーディション会場に入ってきたビューに、さっそく目を留め 

た。「受付の女の人と話していたら、アメリア（・ラッシュ）がいきなり現われて、『スモーキ 

ー役を受けてみない？』と声をかけてきた」とビューは振り返る。「で、受けてみたら合格した 

んだ」 

同じく不良少年を演じているのが、オハイオ州トレード出身のリー・モン・バン、セントポー 

ル出身のジェリー・リー、そしてウィスコンシン州ミルウォーキーからやって来たエルビス・タ 

オだ。エルビス・タオはヒップホップ系ユニット RARE（レア）に所属。RAREの曲は本作の挿入 

歌に採用された。 

このほか重要な役どころと言えば、聖職者のヤノビッチである。まじめなヤノビッチはカトリ 

ック教の神父で、今は亡きウォルトの妻の遺志をかなえるため、ウォルトとコミュニケーション 

を取ろうと必死になる。 

ヤノビッチに扮するクリストファー・カーリーはイーストウッドが思い描いたイメージにぴっ 

たりはまったようだ。「彼をひと目見たとき、神父そのものだと思いました」とキャスティング 

主任のチェノウェスは話す。「アイルランド系の顔立ちに赤い髪。有力な候補だと思ったので、 

クリントにオーディションのビデオを見せたんです。そうしたら『スペンサー・トレイシーの若 

いころに似ているね』と言っていました。そのとき、これで決まったなと思いましたよ。もとも 

とクリントは、この役に大物俳優を起用することは考えていなかったようです。むしろ、そうで 

ない俳優にチャンスを与えたかったのでしょう」 

「チャンスを与えるのが好きななんだ」とイーストウッドは語る。「新人には機会があったら 

どんどん出てきてほしい。とは言え、作品や役に合っているかどうかも重要な要素。名の知れた 

俳優がこの役にふさわしいと思えば起用するし、無名な俳優でも適任だと思えば起用する。一定 

のルールはない。作品ごとに、つくりも中身も変わるからね」 

イーストウッドに対するカーリーの評価もほかのキャストとほぼ同じだ。「クリントは非常に 

物静かで、いつも淡々としている。そしてキャストとの間に大きな信頼関係を築いてくれるんだ。 

だから僕も安心してセットに入れるよ。自分なりの役づくりや演技を伸び伸びと試すことができ 

る。型にはめられるような、窮屈な思いをしなくてすむんだ」 

ほかのキャストとして、床屋の主人のマーティンをジョン・キャロル・リンチが演じている。 

マーティンは常連客のウォルトとスラングの応酬を展開するが、タオを一人前にすべく助っ人と 

なる。また、ウォルトの長男ミッチをブライアン・ヘイリー、ミッチの妻カレンをジェラルディ 

ン・ヒューズ、ウォルトの次男スティーブをブライアン・ハウがそれぞれ好演。ウォルトの旧友 

で建設現場の監督ウィリアム・ヒルにはティム・ケネディが扮し、タオの将来に道筋をつけるひ 

とりとなる。 

もうひとつのメインキャスト、フォード車のグラン・トリノはスタッフがユタ州バーナルで見 

つけた実物だ。車両部のラリー・ステリングが説明する。「我々はのっけからツイていました。 

ちゃんと動く一台に出会えましたからね。あのグラン・トリノはメンテナンスが行き届いていて、 

クリントも大いに気に入っていました。多少は手を入れましたが、バンパーを交換した程度で、 

少々ツヤも出しました。色味もいいし、車内もきれい、おまけによく走るんです」 

スタッフはその一台を買い取り、ミシガン州のロケ現場へと輸送。無事に出番を終えたグラ 

ン・トリノだったが、そこで話は終わらない。「撮影がすんだらミシガンで下取りに出すつもり 

だったが、時間が経つにつれて愛着がわいてきてしまった」と製作のローレンツは明かす。「ク



リントに相談したら、手放すのはやめようと言われたよ。我々のためにがんばってくれた車だか 

ら、しばらくは手元に置こうと思う」 

【自動車の都市でカメラは回る】 

脚本では当初、ミネソタ州ミネアポリスがストーリーの舞台となっていた。しかし、ウォルト 

には自動車工として 50年のキャリアがある。そこでイーストウッドは撮影拠点を“モーター・ 

シティ（自動車の都市）”ことミシガン州デトロイトに置き、ロイヤルオーク、ウォーレン、グ 

ロースポイントといった住宅地で撮影を行った。また、ウォルトが暮らす町にはかつて自動車産 

業で栄えたハイランドパークを使った。 

「ハイランドパークもすっかり様変わりしたよ」とイーストウッド。「昔は自動車産業の一大ベ 

ッドタウンだったんだ。全盛期には住民のだれもが自動車づくりに関わっていた。今の生産工場 

はかつてほどの活気はないけれど、新たに越してきた人たちもすっかり町になじんでいる。ハイ 

ランドパークにも苦しい時期はあったけれど、今も善良な市民がたくさん暮らしている」 

製作のローレンツは言う。「ハイランドパークにはセットを建設したり、ロケをしたりで数週 

間滞在したけど、できるだけ迷惑をかけないように気をつけた。お世話になった地元の人はみん 

な歓迎してくれたよ」 

イーストウッド作品の質と効率を上げているのは、イーストウッドからスタッフへ広がる敬意 

と結束の輪だろう。現場でのイーストウッドは声を上げることも、「アクション！」のかけ声も 

発することもなく、常に沈着冷静だ。「クリントは今の自分に満足しきっているんだと思う」と 

撮影のトム・スターンは指摘する。スターンが撮影監督としてイーストウッド作品に参加するの 

はこれで７回目。照明技師として参加した回数はそれ以上にのぼる。「クリントは今回の撮影が 

始まる前に『私もいい歳になったが、これが今の自分だ』なんて話していたよ」 

だが、その年齢と経験がイーストウッドを無二の映画人にしているのだろう。彼ならではのア 

プローチとスタッフ間の連携プレーによって、イーストウッド組は撮影を手際よくこなす。 

本作ではトム・スターン以下、なじみのスタッフが再結集。衣装のデボラ・ホッパー、編集の 

ジョエル・コックス、美術のジェイムズ・Ｊ・ムラカミも常連スタッフだ。ムラカミは美術の巨 

匠ヘンリー・バムステッドのもとでイーストウッド作品に参加し、イーストウッドの前監督作『チ 

ェンジリング』（08）で美術デザイナーとして独立した。 

「この顔ぶれは以心伝心の仲だから、段取りの説明もほとんど要らないんだ」とイーストウッド 

が明かす。「余計な相談や打ち合わせをいかに省くかが、現場でのテーマ。撮影中は十分に議論 

を尽くすけれど、議論が過ぎてややこしくなってもいけないからね。僕は奇をてらったり、マジ 

ックを使うのが好きなほうじゃないんだ。そうするのであれば、ごくさりげなくやるべきだと思 

う。基本的にはスタッフ全員がいい仕事をして、持ち場で力を発揮してくれればいい。映画づく 

りは楽しいものだよ。楽しいと感じなくなったら、引退するよ」 

本作は製作のロバート・ローレンツにとって７本目のイーストウッド作品にあたる。イースト 

ウッドとローレンツのコラボレーションについて、同じく製作を担当するビル・ガーバーが語る。 

「クリントにとってロバートはまたとないパートナーだよ。３人でロケハンに出かけたことがあ 

るが、ロバートが前もって選んでおいたロケーションに対して、クリントはほとんど何も言わな 

い。それだけロバートはクリントの意向をわかっているんだ。ふたりは名コンビだし、イースト 

ウッド組はチームワークが抜群。連係プレーの妙だね」



ローレンツがコメントする。「クリントは古いタイプの映画人。昔ながらの手法を大切にして 

いるのはその良さを知り尽くしているからで、それだけキャリアがあるということ。でも一方で 

は新しいテクノロジーも積極的に採り入れて、研究、前進、向上心を欠かさない。それがクリン 

トの原動力。そんなクリントだからこそ、一緒に仕事をしていてこんなに楽しいんだよ」 

イーストウッドが発案した“神器”のなかに特製のビデオ・モニターがある。ワイヤレスなの 

で持ち運びが自由。自ら出演するシーンを監督するときは特に威力を発揮する。「これを使うと、 

目を細めてカメラを覗かなくても、撮影中のシーンをリアルタイムで確認できる。離れたところ 

からでも撮影の様子を確認できるのもありがたい」 

作中で重要な役目を果たすオープンセットと言えば、ウォルトの家とその隣りのタオの家。ロ 

ケーション・チームと美術デザイナーはロケハンを重ねた結果、すべての条件をクリアする、並 

び建つ二件を探しあてた。製作のローレンツが振り返る。「我々がイメージしたウォルトの住ま 

いは、家主が生涯をかけて手入れしてきたような家。近隣にあるほかの家屋はすべて時代づかせ 

ることにした。ウォルトの近所がいかに荒れているかを表現したかったんだ。主役の二軒につい 

ては美術のジェイムズ（・ムラカミ）がすでにデザインを仕上げていた。なので、美術チームも 

セット・デコレーターのゲイリー・フェティスもすぐに作業にかかることができたんだ。下見に 

来たクリントは、それぞれの家の中を一周して、「気に入った。もう何もいじらなくていい」と。 

それくらいパーフェクトな出来栄えだったよ」 

美術デザイナーのムラカミはタオの家をデザインするにあたって写真を参考にし、モン族の住 

まいを実際に訪ねたという。「専門のアドバイザーに完成したタオの家を見せたら、とても感心 

していた。どこもかしこもリアルにできていたからね」と製作のローレンツが胸を張る。「手直 

しが必要なところは多少あったが、それでも全体としては『おみごと！』とお墨付きをもらった 

んだ」 

衣装を担当したデボラ・ホッパーもネット検索に加えてモン族の祭りを見学に行き、そこにい 

た露天商から民族衣装についてアドバイスを受けたという。「私たちが行った先では、女性用の 

現代服と伝統衣装が売られていました」とホッパーは振り返る。「モン族の女性は民族衣装の作 

り方を母親から教わるそうなんです。スー役のアーニー・ハーは参考になるようにと、自分で縫 

った民族衣装を持ってきてくれました」 

作中でスーとタオがモン族の礼服を着る機会は２回ある。自宅にシャーマンを招いて“魂の儀 

式”を行うシーン、そしてウォルトに敬意を表するシーンだ。「モン族の衣装はとても凝ったつ 

くりになっています」とホッパーは説明する。「コインがたくさんついているのですが、コイン 

はその一家の財力の象徴。それに、とてもカラフルなんですよ。女性はターバンを巻き、男性は 

ベストか帯を合わせる。なんて個性的で美しいのだろうと思いました。それまで見たこともない 

衣装でしたから」 

異文化の交流を思わせるのは全編に流れる楽曲も同じだ。自らも映画音楽を手がけるイースト 

ウッドにとって、スコアとサウンドトラックはとりわけ重要なもの。イーストウッドの場合、撮 

影中にメロディを思いつくことが多いとか。「頭にメロディが浮かんだら、それをピアノで弾い 

て、書きとめて、あとで編曲するんだ」とイーストウッド。「誰かにお願いすることもあれば、 

自分でやってしまうこともある。特に決まりがあるわけではなくて、いいメロディだと思えば、 

それを使うまでさ」 

イーストウッドが続ける。「音を入れる作業は大好きなんだ。そのころには撮影もすんでいる 

しね。あとは楽曲や効果音で、どうやって映像に味をつけるか。それまで 50人、60人、70人の 

スタッフに囲まれていたのが、ひとつの部屋にパソコンを一台置いて２～３人で作業をすること 

になる。そういうのも楽しいものだよ」



本作の主題歌を演奏しているのは英国のジャズシンガー／ピアニストのジェイミー・カラムと 

ドン・ランナーだ。作曲はイーストウッド、カラム、イーストウッドの実子のカイル・イースト 

ウッド、カイルのパートナーのマイケル・スティーブンスが担当した。「４人が共同で作った曲 

なんだ」と製作のローレンツ。「カイルとマイケルはこの主題歌に着想を得て、残りのスコアを 

仕上げた」 

そのスコアをレニー・ニーハウスが編曲し、録音時にはタクトも振った。ニーハウスが初めて 

イーストウッドと組んだのは、『タイトロープ』（84）まで遡る。 

サウンドトラックにはモンとラテンのラップも数曲収録された。そのひとつは出演者のエルビ 

ス・タオが所属するラップユニット RARE（レア）の曲だ。「オーディションを受けに来た少年 

のなかにはラッパーが何人もいた」とローレンツ。「合格者もそうでない少年もいるが、全員が 

オリジナルの曲を作ってきてくれたんだ。せっかくだから、なるべく多く作中で使うことにした」 

すべてのプロセスにおいて協力を惜しまなかったのがモン族のコミュニティである。そのおか 

げで、モン族の文化のリアルな一端を描くことができた。アドバイザーを務めてくれた人々はキ 

ャスティングのみならず、言葉、習慣、美術面での相談役を兼任。イーストウッドが雇い入れた 

職人たちは撮影現場で活躍してくれた。「モン族の人たちは自分もひと役買いたいと言って、本 

当に力を尽くしてくれた」とイーストウッドは感謝する。「一緒に仕事をすることができて光栄 

に思っているよ。ウォルトの目から見たモン族のストーリーに満足してもらえたら嬉しいね」 

記憶に残るキャラクターを数多く演じてきたイーストウッド。今回の作品でウォルト・コワル 

スキーという新たな当たり役を得た。「クリントは昔からチャレンジ精神が旺盛で、同じタイプ 

の役を演じることを好まない」とローレンツ。「そんな彼に今回の脚本はマッチしたんだ。ウォ 

ルトという役は年齢的にもイメージ的にも今のクリントにぴったり。ダーティハリー、アウトロ 

ー、妥協しない屈強な男など、今まで演じてきた役どころに通じるものもあるが、それでいて一 

段と深みがある。これまで以上に影のある役だが、贖罪の心を演じたことで、クリントにとって 

は新境地になったんじゃないかな」 

# # # 

キャスト



CLINT EASTWOOD (Walt Kowalski) 

クリント・イーストウッド（ウォルト・コワルスキー） 

※【スタッフ】のプロフィールを参照 

BEE VANG (Thao Lor) 

ビー・バン（タオ・ロー） 

本作でプロデビューをはたした新人。クリント・イーストウッド扮する気むずかしい帰還兵と、 

不思議な友情を育む少年を演じる。 

カリフォルニア州フレズノで生まれ、ミネソタ州ミネアポリスで育つ。本作のオーディション 

を受けたのは 17 歳のとき。当時は、医学部進学をめざしてミネソタ大学で授業を受けていた。 

演技については学校の演劇部で経験した程度だったが、それでも一般公募で集まった数百名の候 

補者の中からタオ役に選ばれた。 

小さいころからイーストウッドのファンで、憧れのスターと共演できたことに驚きと興奮を隠 

せない。 

音楽の才能も豊かでピアノ、オーボエ、ビオラ、フルートが得意。今は医学部への進学を保留 

し、俳優業に進みたいと考えている。 

AHNEY HER (Sue Lor) 

アーニー・ハー（スー・ロー） 

本作で映画界にデビュー。イーストウッド扮するウォルト・コワルスキーの隣人であり、コワ 

ルスキーと交流をもとうとする気丈な少女を演じる。 ミシガン州ランシング出身。16 歳のと 

き、この役を射止める。プロとしての経験はなかったものの、芝居が好きで地元の劇団に３年ほ 

ど所属していた。 

学業優秀で、大学では写真とインテリア・デザインを勉強する予定だ。 

CHRISTOPHER CARLEY (Father Janovich) 

クリストファー・カーレイ（ヤノビッチ神父）



ザック・ブラフ監督『終わりで始まりの４日間』（04・未）等のインディペンデント作品を経 

て、最近ではロバート・レッドフォード監督『大いなる陰謀』（07）に出演。今回は、イースト 

ウッド扮する主人公にあがないを勧める神父という初の大役に挑戦している。 

米ニューヨークに生まれ、ニューヨーク市警の警察官を父にもつ。ニューヨーク大学で演劇を 

専攻し、劇作家デイビッド・マメット主宰の名門劇団アトランティック・シティ・カンパニーで 

演技の腕を磨いた。プロとして地方劇団やオフブロードウェイの作品に出演し、トニー賞に輝い 

たマーティン・マクドナー作「ビューティ・クイーン・オブ・リナーン」でブロードウェイにデ 

ビュー。ＴＶでは「LAW＆ORDER：性犯罪特捜班」（99）、「NUMBERS～天才数学者の事件 

ファイル」（05）、「ザ・ソブラノズ／哀愁のマフィア」「Dr. HOUSE」（共に 06）などのシ 

リーズにゲスト出演した。 

本作に続いてはインディペンデント映画『Miss Nobody』（08）でレスリー・ビッブ、アダム・ 

ゴールドバーグと共演。 

スタッフ 

CLINT EASTWOOD 

クリント・イーストウッド（監督／製作） 

西部劇というジャンルに新風を送り込んだ『許されざる者』（92）で主演、監督、製作にあた 

り、ゴールデングローブ賞の監督賞を受賞。米アカデミー賞では作品賞と監督賞に輝き、助演男 

優（ジーン・ハックマン）、編集、オリジナル脚本、撮影、美術、編集、音楽の各部門にノミネ 

ートされた。 

監督、製作、音楽を兼ねた『ミスティック・リバー』（03）もオスカー６部門（作品、監督、 

主演男優、助演男優、助演女優、脚色）にノミネートされ、そのうち主演男優賞（ショーン・ペ 

ン）と助演男優賞（ティム・ロビンス）を受賞。ゴールデングローブ賞で監督賞候補にあがった 

ほか、カンヌ国際映画祭ではパルムドールにノミネートされ、優れた監督に贈られるゴールデ 

ン・コーチ賞を獲得した。 

続く『ミリオンダラー・ベイビー』（04）では主演、監督、製作、音楽を担当し、米アカデミ 

ー賞の作品賞と監督賞を受賞、主演男優賞候補にあがる。共演のヒラリー・スワンクが同賞の主



演女優賞を、モーガン・フリーマンが助演男優賞に輝き、脚色賞と編集賞にノミネートされた。 

また、ゴールデングローブ賞では監督賞と音楽賞を受賞した。 

その２年後、第二次大戦下の硫黄島での戦いを日米双方の視点から描く二部作『父親たちの星 

条旗』『硫黄島からの手紙』（共に 06）で監督と製作を務め、いずれの作品でも米アカデミー 

賞の作品賞と監督賞にノミネートされた。後者ではゴールデングローブ賞と批評家協会賞の外国 

語映画賞を獲得し、ロサンゼルス映画批評家協会やナショナル・ボード・オブ・レビューなどで 

は多くの批評家から絶賛され、作品賞を総なめにした。 

最近では、アンジェリーナ・ジョリーを主演に迎えた『チェンジリング』（08）で監督と製作 

を兼任。1928 年にロサンゼルス市警を揺るがした誘拐事件を再現し、カンヌ国際映画祭にて初 

上映。同映画祭の特別賞を受賞し、パルムドールにノミネートされた。 

ほかにも、監督と製作を兼ねた『バード』（88）でゴールデングローブ賞の監督賞、カンヌ国 

際映画祭の主演男優賞と音楽賞を獲得し、パルムドール候補に。主演、監督、製作を兼ねた『ペ 

イルライダー』（85）でもパルムドールにノミネートされ、94 年には同映画祭の審査団長を務 

めた。 

こうした長年の実績が認められ、ゴールデングローブ賞のヘンリエッタ賞（71）、同セシル・ 

Ｂ・デミール賞（88）、ハーバード大学ヘイスティ・プディング演劇協会賞（91）、カリフォル 

ニア州知事賞（92）、米アカデミー賞のアービング・タールバーク記念賞（95）を受賞。さらに 

全米映画監督協会、全米映画製作者協会、全米映画俳優協会、アメリカン・フィルム・インステ 

ィテュート、リンカーン・センター映画協会、フランス映画協会、米ナショナル・ボード・オブ・ 

レビュー、米ヘンリー・マンシーニ学院、ハンブルク国際映画祭、ヴェネチア国際映画祭より功 

労賞を受けた。 

本作に続いては、アパルトヘイト後の南アフリカを舞台にした大作でマット・デイモンとモー 

ガン・フリーマン（ネルソン・マンデラ役）を主演に迎え、監督と製作にあたる予定だ。 

<フィルモグラフィー> 

『グラン・トリノ』  (2008) 監督/製作/出演 

『チェンジリング』  (2008) 監督/製作 

『硫黄島からの手紙』  (2006) 監督/製作 

『父親たちの星条旗』  (2006) 監督/製作 

『ミリオンダラー・ベイビー』  (2004) 監督/製作/出演 

『ミスティック・リバー』  (2003) 監督/製作 

『ブラッド・ワーク  (2002) 監督/製作/出演



『スペース カウボーイ』  (2000) 監督/製作/出演 

『トゥルー・クライム』  (1999) 監督/製作/出演 

『真夜中のサバナ』  (1997) 監督/製作 

『目撃』  (1997) 監督/製作/出演 

『ヘンリエッタに降る星』  (1995)<TVM> 製作 

『マディソン郡の橋』  (1995) 監督/製作/出演 

『パーフェクト・ワールド』  (1993) 監督/出演 

『ザ・シークレット・サービス』  (1993) 出演 

『許されざる者』  (1992) 監督/製作/出演 

『ルーキー』  (1990) 監督/出演 

『ホワイトハンター ブラックハート』  (1990) 監督/製作/出演 

『ピンク・キャデラック』  (1989) 出演 

『セロニアス・モンク／ストレート・ノー・チェイサー』  (1988) <未> 製作総指揮 

『バード』  (1988) 監督/製作 

『ダーティハリー５』  (1988) 出演 

『ハートブレイク・リッジ／勝利の戦場』  (1986) 監督/製作/出演 

『ペイルライダー』  (1985) 監督/製作/出演 

『シティヒート』  (1984) 出演 

『タイトロープ』  (1984) 製作/出演 

『ダーティハリー４』  (1983) 監督/製作/出演 

『センチメンタル・アドベンチャー』  (1982) 監督/製作/出演 

『ファイヤーフォックス』  (1982) 監督/製作/出演 

『ダーティファイター／燃えよ鉄拳』  (1980) 出演 

『ブロンコ・ビリー』  (1980) 監督/出演 

『アルカトラズからの脱出』  (1979) 出演 

『ダーティファイター』  (1978) 出演 

『ガントレット』  (1977) 監督/出演 

『ダーティハリー３』  (1976) 出演 

『アウトロー』  (1976) 監督/出演 

『アイガー・サンクション』  (1975) 監督/出演 

『サンダーボルト』  (1974) 出演 

『ダーティハリー２』  (1973) 出演



『愛のそよ風』  (1973) <未> 監督 

『荒野のストレンジャー』  (1973) 監督/出演 

『シノーラ』  (1972) 出演 

『ダーティハリー』  (1971) 出演 

『恐怖のメロディ』  (1971) 監督/出演 

主演： 

『白い肌の異常な夜』  (1971) 

『戦略大作戦』  (1970) 

『真昼の死闘』  (1970) 

『ペンチャー・ワゴン』  (1969) 

『荒鷲の要塞』  (1968) 

『マンハッタン無宿』  (1968) 

『奴らを高く吊るせ！』  (1968) 

『華やかな魔女たち』  (1966) 

『続・夕陽のガンマン／地獄の決斗』  (1966) 

『夕陽のガンマン』  (1965) 

『荒野の用心棒』  (1964) 

出演： 

『壮烈！外人部隊』  (1957) <未> 

『Ambush at Cimarron Pass』  (1957) 

『二人の可愛い逃亡者』  (1957) 

『Star in the Dust』  (1956) 

『最初の女セールスマン』  (1956) <未> 

『全艦発進せよ』  (1956) 

『Never Say Goodbye』  (1956) 

『世紀の怪物／タランチュラの襲撃』  (1955) 

『Lady Godiva』  (1955) 

『Francis in the Navy』  (1955) 

『半魚人の逆襲』  (1955) 

TV シリーズ：



『世にも不思議なアメージング・ストーリー』 

シーズン１第 12 話「ヴァネッサの肖像」(1985) 監督 

『ローハイド』  (1959～1966) 出演 

『ミスター・エド』  (1962) ゲスト出演 

『マーベリック』  (1959) ゲスト出演 

『Highway Patrol』  (1958) ゲスト出演 

ROBERT LORENZ 

ロバート・ローレンツ（製作） 

1994 年からイーストウッドの右腕として活躍。現在はイーストウッドの制作会社マルパソ・ 

プロダクションズの全作品において企画、製作から宣伝、配給まで手がけている。 

米シカゴ郊外で育ち、89 年に映画界入りをめざしてロサンゼルスへ渡る。『マディソン郡の 

橋』（95）でイーストウッドの助監督を務めて以来、『真夜中のサバナ』『目撃』（共に 97）、 

『トゥルー・クライム』（99）、『スペース カウボーイ』（00）で組んだ。サスペンスの『ブ 

ラッド・ワーク』（02）やオスカー受賞作『ミリオンダラー・ベイビー』（04）で製作総指揮に 

あたり、『ミスティック・リバー』（03）で製作を務めてオスカー候補となった。 

また、全編日本語による第二次大戦記『硫黄島からの手紙』（06）でも製作を担当し、再度オ 

スカーにノミネートされ、ロサンゼルス映画批評家協会賞、ナショナル・ボード・オブ・レビュ 

ーで作品賞、ゴールデングローブ賞、批評家協会賞で外国語映画賞を受賞した。イーストウッド 

の前監督作『チェンジリング』（08）ではロン・ハワード、ブライアン・グレイザーと共同で製 

作にあたる。この作品では、20 年代に起きた幼児誘拐事件を再現し、ロサンゼルス市警に疑問 

を呈する主人公クリスティン・コリンズ役にアンジェリーナ・ジョリーを起用した。 

イーストウッド監督、製作による次回作ではアパルトヘイト後の南アフリカを描き、マット・ 

デイモンとモーガン・フリーマン（ネルソン・マンデラ役）を主演に迎える予定だ。 

BILL GERBER 

ビル・ガーバー（製作）



1998 年に制作会社ガーバー・ピクチャーズを立ち上げ、ワーナー・ブラザース映画と提携し、 

幅広いジャンルの映画作品を放っている。 

音楽界からキャリアをスタートし、ロサンゼルスでコンサートのプロモーターとして活躍。79 

年にエリオット・ロバーツ率いる音楽プロダクションのルック・マネジメントに入社して、ディ 

ーボ、カーズ、ヘブン 17、ABC といったアーティストのマネジメントにあたる。84 年からワー 

ナー・ブラザース映画やパラマウント映画で製作を手がけるようになり、翌年には芸能プロダク 

ションのガーバー／ロッドキンを設立して、ジャド・ネルソン、ロバート・ダウニーJr.、ビリー・ 

ゼイン、サラ・ジェシカ・パーカー、ダン・ハートマンらを育てた。 

86 年にワーナー・ブラザース映画の映画製作部副社長に就任、96 年に国際映画製作部社長に 

昇進し、98 年まで在籍。その間の担当作に、『運命の逆転』『グッドフェローズ』（共に 90）、 

『JFK』（91）、『許されざる者』（92）、『ラブリー・オールドメン』（93）、『ディスクロ 

ージャー』（94）、『ヒート』『リトル・プリンセス』（共に 95）、『ラブリー・オールドメ 

ン／釣り大将 LOVE LOVE 日記』（95・未）、『ツイスター』（96）、『L.A.コンフィデンシャ 

ル』（97）、『セレナ』（97・未）、『ユー・ガット・メール』（98）、『アナライズ・ミー』 

（99）、『スペース カウボーイ』『パーフェクト ストーム』（共に 00）など。 

このほか製作を務めた作品に、コリン・ファレル主演『アメリカン・アウトロー』（01）、ス 

ポーツ・コメディ『プリティ・ダンク』（02・未／アマンダ・バインズ、コリン・ファース共演）、 

アクション・コメディ『セイブ・ザ・ワールド』（03／マイケル・ダグラス、アルバート・ブル 

ックス共演）、スケートボードの世界を描いた『クール・ボーダーズ』（03・未）、人気ドラマ 

の映画版『デュークス・オブ・ハザード』（05・未／ジョニー・ノックスビル、ショーン・ウィ 

リアム・スコット、ジェシカ・シンプソン共演）、コント集団ブロークン・リザード主演『ビー 

ル・フェスタ 無修正版 世界対抗一気のみ選手権』（06・未）など。また、『追撃者』（00）、 

『クイーン・オブ・ヴァンパイア』（02）、『ロング・エンゲージメント』（04）、ＴＶ映画「DEAN 

／ディーン」（01）では製作総指揮を担当。「DEAN／ディーン」はエミー賞 11 部門で候補と 

なり、ジェイムズ・ディーン役を演じたジェイムズ・フランコはゴールデングローブ賞に輝いた。 

NICK SCHENK 

ニック・シェンク（脚本） 

本作で映画脚本家としてデビューを飾った。



米ミネソタ州出身。ミネアポリス芸術デザイン大学で美術の学位を取得した後、脚本を書き始め、 

友人たちとグループを結成して地元のケーブルＴＶ番組に出演する。のちに、そのメンバーだっ 

たリッチ・クロンフェルドとコンビを組み、ケーブル局のテレビ番組で脚本と製作を担当。米 

PBS 放送のコメディ・シリーズ「Ozone Radio」、米コメディ・セントラル放送の「Let's Bowl」 

等を手がけた。その後、エージェントの勧めで脚本業一本に絞り、現在に至る。 

DAVE JOHANNSON 

デイブ・ジョハンソン（原案） 

米ミネソタ州出身。同郷のニック・シェンクとともに本作の原案を練り、映画界入りをはたし 

た。ミネソタ大学の卒業生で、現在は同州のセントポールに妻ダイアナと暮らす。 

JENETTE KAHN 

ジェネット・カーン（製作総指揮） 

コミック界の革命家として 27 年間、DC コミックスに在籍。2003 年に本作のアダム・リッチ 

マンと共同で制作会社ダブル・ニッケル・エンターテイメントを設立。第一回作品としてリチャ 

ード・ギア、クレア・デーンズ共演のスリラー『消えた天使』（07）を放ち、今後はさまざまな 

ジャンルの作品を手がけていく予定だ。 

米ハーバード大学で美術史を専攻し、優秀な成績で卒業。70 年代前半に、子供による子供の 

ための雑誌「キッズ」を創刊し、薬物、人種、動物保護、環境などの現代にも通じるテーマを盛 

り込んだ。その後も米ゼロックス教育出版の「スマッシュ」、米スカラスティック社の「ダイナ 

マイト」と児童向けの雑誌を相次いで放つ。後者はスカラスティック社始まって以来のベストセ 

ラー出版物となり、類似誌「ワオ」「バナナズ」の創刊につながった。 

28 歳のとき、スーパーマン、バットマン、ワンダーウーマンら 5000 以上もの人気キャラクタ 

ーを誕生させた DC コミックスの発行人に就任する。33 歳で書籍部の編集長兼代表となり、同 

社の「マッド」誌を創刊したビル・ゲインズ亡き後は、「マッド」の編集長兼代表も兼任。DC 

コミックス史上、最年少かつ女性初の大抜擢となった。在職中は、子供の読み物だったコミック 

を大人の鑑賞に耐える芸術作品の粋にまで昇華させ、「Ronin」「The Dark Knight Returns」 

「Hellblazer（Constantine)」「Watchman」「Road to Perdition」「A History of Violence」「Books



of Magic」「V for Vendetta」「Sandman」「100 Bullets」などの新刊を次々と発表し、その多 

くが劇場映画となった。また、コミック作家たちの権利の確立、拡大にも奔走する。 

創刊 15 周年を迎えたバーティゴ・シリーズや黒人のクリエーターによるマイルストン・コミ 

ックス（人気連載の「Static Shock」はワーナー・ブラザースによってＴＶアニメーションとな 

り、00～04 年まで全米で放映）の発行に尽力する一方で、一番人気のスーパーマンを絶命、復 

活させるなど、DC コミックス歴代のキャラクターを活性化させることに成功。また、作品を通 

じてドメスティック・バイオレンス、同性愛、銃犯罪、ホームレス、人種差別、エイズなどの社 

会問題を積極的に提起した。 

こうした志は各界から高く評価されている。ドラッグ問題の啓発に対してはレーガン時代のア 

メリカ政府から、また地雷問題の啓発に対してはマデレーン・オルブライト元国務長官、国連、 

アメリカ国防省より表彰を受けた。さらに FBI とバージニア州のダグラス・ウィルダー元知事が 

コミックを通した銃規制への呼びかけに謝辞を表明。これを機にバージニア州では従来より厳し 

い銃規制法案が成立した。また、カーンのクリエイティブな活動に対して、世界デザイン財団が 

栄誉賞を授与した。 

映画界以外では、数々の団体で名誉職に就任。ニューヨークの文化芸術振興団体エグジット・ 

アートやハーレム・ステージの理事、同じくニューヨークのビル・Ｔ・ジョーンズ／アーニー・ 

ゼイン舞踊団の顧問を務め、女性経営者の会 The Committee of 200 の創立メンバーに名を連ね 

ている。近年はワンダーウーマンの生誕 40 周年を記念して、ワンダーウーマン財団を設立。平 

和維持、平等社会の実現、女性への支援などワンダーウーマン並の活躍をみせる 40 歳以上の女 

性を対象に、計 35 万ドルあまりの奨励金を支給している。 

03 年春に米アブビール出版より、初めての著書「In Your Space」を上梓した。 

ADAM RICHMAN 

アダム・リッチマン（製作総指揮） 

本作のジェネット・カーンと共同で制作会社ダブル・ニッケル・エンターテイメントを設立。 

第一回作品『消えた天使』（07）に続き、幅広いジャンルの作品をプロデュースする予定だ。 

米ニューヨーク州ポートワシントンで育つ。米タフツ大学で英語と演劇を学び、米ハーバード 

大学で MBA を取得。在学中の 19 歳のとき、ネクスト・ステージ・プロダクションズを設立し



て製作業に乗り出し、計 38 作品をプロデュース、14 作品を監督、12 作品を企画した。卒業後 

は米 HBO 放送の通信事業 Visitor Information Network Group でプログラムの制作にかかわった。 

その後、大手芸能プロダクションのユナイテッド・タレント・エージェンシーの研修生として、 

インディペンデント映画の配給に尽力。サンダンス映画祭で初上映された『Sugar Town』（99 

／アリソン・アンダース監督）と『Trick』（99／ジム・フォール監督）をオクトーバー・フィ 

ルムズ、ファイン・ラインからそれぞれ配給することに成功した。ユナイテッド在職中は多くの 

出資先や制作会社を通して製作費の調達につとめ、各国の大手スタジオ、ＴＶ局、代理店、マネ 

ジメント会社と太いパイプをつくった。 

制作会社 MPCA（Motion Picture Corporation of America）に入社後は企画製作部の副社長とし 

て 30 本あまりの作品を統括し、権利関係から宣伝配給まで手がける。一方、HBO 放送、スター 

ズ／アンコール、サイ＝ファイ・チャンネル、フォックス・ファミリー等のアメリカのＴＶ局向 

けにＴＶ映画を多数製作した。MPCA 時代に手がけた代表作に、ＳＦアクション『ブラディ・ヴ 

ァンパイア』（01・未）、ＴＶ映画『ファイター』（02・未）等がある。また、MPCA 代表と 

してカンヌ、サンダンス、トロント、米アスペンコメディなどの映画祭に足を運び、海外との共 

同製作や出資の交渉にあたった。 

現在はゲームメーカーや出版社の顧問も務めており、近年ではスポーツゲーム・メーカーのス 

トラット・オー・マティック社の創立 40 周年記念イベントを指揮し、同社とスポーティング・ 

ニュース社とのデジタル・コンテンツ契約を成立させた。最近では Building Career Foundations 

と銘打った長期の映像プロジェクトを企画。このプロジェクトはハーバード大ビジネス・スクー 

ルの卒業生 10 名のキャリアを 30 年がかりで追い、５年ごとに映像として記録するもので、現在 

も進行中だ。このプロジェクトの関連商品はハーバード・ビジネス・スクール出版局より発売さ 

れており、各国の大学で教材として採用されている。 

新婚の妻とニューヨークのハーレムに在住。 

TIM MOORE 

ティム・ムーア（製作総指揮） 

イーストウッド作品に携わるのは今回で６度目。オスカー６部門にノミネートされた『ミステ 

ィック・リバー』（03）、同４部門で受賞した『ミリオンダラー・ベイビー』（04）、同作品賞



にノミネートされた『硫黄島からの手紙』（06）ほか、『父親たちの星条旗』（06）や『チェン 

ジリング』（08）も担当した。 

また、ローディ・ハーリントン監督とは 20 年来のつき合いで、エスピー賞（スポーツ専門放 

送局 ESPY が主催）の候補作『ボビー・ジョーンズ 球聖と呼ばれた男』（04・未）ほか、『殺 

しのナイフ／ジャック・ザ・リッパー』（87）、『ロードハウス／孤独の街』（89）、『コンフ 

ェッション』（98）などをプロデュースした。 

UCLA 時代に知り合ったジョン・シェパードと組んで映画界入りし、『Eye of the Storm』（92）、 

『The Ride』（97）、『バーティカル・ハンガー』（02・未）、前出『ボビー・ジョーンズ～』 

等のインディペンデント作品を手がける。また、スティーブ・ブシェミ監督『アニマル・ファク 

トリー』（00／ウィレム・デフォー主演）、アーネ・グリムシャー監督『バウンティ・キッド』 

（99）をプロデュースし、ＴＶ映画の「Stolen from the Heart」（00）や「センパー・ファイ！ 

海兵隊の誇りを胸に」（01）では制作マネージャーを担当。近年はアリソン・イーストウッドの 

初監督作『レールズ＆タイズ』（07・未）で共同製作を務めた。 

プライベートでは、妻ボビーとともに動物愛護活動に取り組んでいる。 

BRUCE BERMAN 

ブルース・バーマン（製作総指揮） 

1996 年５月にワーナー・ブラザース系列の独立系映画会社プランＢエンターテイメントを立 

ち上げ、98 年２月からビレッジ・ロードショー・ピクチャーズの会長兼 CEO を務める。ビレッ 

ジ・ロードショーを通じてワーナー・ブラザース映画との製作提携しており、ワーナー・ブラザ 

ースが世界配給を、ビレッジ・ロードショー・ピクチャーズが一部地域の配給を担当している。 

過去のワーナー／ビレッジ・ロードショー作品に、『プラクティカル・マジック』（98／サン 

ドラ・ブロック、ニコール・キッドマン共演）、『アナライズ・ミー』（99／ロバート・デ・ニ 

ーロ、ビリー・クリスタル共演）、「マトリックス」全３作（99、03、03／キアヌ・リーブス、 

ローレンス・フィッシュバーン共演）、『スリー・キングス』（99／ジョージ・クルーニー主演）、 

『スペース・カウボーイ』（00／クリント・イーストウッド監督、主演）、『デンジャラス・ビ 

ューティー』（00／サンドラ・ブロック、ベンジャミン・ブラッド共演）など。バーマン自身が 

製作総指揮を務めたビレッジ・ロードショー作品には、『トレーニング・デイ』（01／デンゼル・ 

ワシントンがオスカーの主演男優賞を獲得）、『オーシャンズ 11』（01）、『トゥー・ウィー



クス・ノーティス』（02／サンドラ・ブロック、ヒュー・グラント共演）、イーストウッド監督 

『ミスティック・リバー』（03／ショーン・ペンとティム・ロビンスがオスカーの主演男優賞、 

助演男優賞をそれぞれ受賞）、『オーシャンズ 12』（04）、ジョニー・デップ主演『チャーリ 

ーとチョコレート工場』（05／ティム・バートン監督）、オスカー長編アニメーション賞を受賞 

した『ハッピー フィート』（06）、『オーシャンズ 13』（07）、『ブレイブ ワン』（07／ジ 

ョディ・フォスター主演、ニール・ジョーダン監督）、『アイ・アム・レジェンド』（07／ウィ 

ル・スミス主演）、『ゲット・スマート』（08／スティーブ・カレル、アン・ハサウェイ共演）、 

『最後の初恋』（08／リチャード・ギア、ダイアン・レイン共演）、『イエスマン“YES”は人生 

のパスワード』（08／ジム・キャリー主演）などがある。 

米ジョージタウン法科大学院に在学中、全米映画協会でジャック・バレンティ会長のアシスタ 

ントを務める。78 年に同大学院を卒業し、カサブランカ・フィルムズに入社。その後ユニバー 

サル映画に籍を移し、82 年に同社の製作部副部長に就任した。 

84 年にワーナー・ブラザース映画に移籍し、数々の要職を経て、91～96 年５月まで国際映画 

製作部社長を務めた。ワーナー時代の担当作に、『ドライビング・ミス・デイジー』(89)、『推 

定無罪』『グッドフェローズ』（共に 90）、『ＪＦＫ』『ロビン・フッド』（共に 91）、『沈 

黙の戦艦』『マルコムＸ』『ボディガード』（いずれも 92）、『逃亡者』『デーヴ』『ペリカ 

ン文書』（いずれも 93）、『依頼人』『ディスクロージャー』（共に 94）、『バットマン フォ 

ーエヴァー』（95）、『ツイスター』『評決のとき』（共に 96）等がある。 

本作に続いては、モーリス・センダックの絵本「かいじゅうのいたるところ」を映画化した 

『Where The Wild Things Are』（スパイク・ジョーンズ監督）、名探偵シャーロック・ホーム 

ズの活躍を描く『Sherlock Holmes』（ガイ・リッチー監督、ロバート・ダウニーJr.主演）が 2009 

年に公開を控えている。 

TOM STERN 

トム・スターン（撮影） 

30 年におよぶキャリアのなかでイーストウッドとは 20 年以上の付き合いになる。最初は照明 

係としてイーストウッド作品にかかわり、『センチメンタル・アドベンチャー』（82）、『ダー 

ティハリー４』（83）、『タイトロープ』（84）、『ペイルライダー』（85）、『ハートブレ 

イク・リッジ／勝利の戦場』（86）を担当。イーストウッドの制作会社マルパソ・プロダクショ



ンズで主任照明技師になってからは『ルーキー』（90）、『許されざる者』（92）、『パーフェ 

クト・ワールド』（93）、『トゥルー・クライム』（99）、『スペース カウボーイ』（00）を 

手がけた。その後、『ブラッド・ワーク』（02）で撮影監督に昇格し、『ミスティック・リバー』 

（03）、『ミリオンダラー・ベイビー』（04）、『父親たちの星条旗』『硫黄島からの手紙』（共 

に 06）、『チェンジリング』（08）を担当。 

このほか主任照明技師を務めた作品に、マイケル・アプテッド監督『訴訟』（91）、サム・メ 

ンデス監督の『アメリカン・ビューティー』（99）と『ロード・トゥ・パーディション』（02） 

など。また、撮影を担当した作品に、ローディ・ヘリントン監督『ボビー・ジョーンズ 球聖と 

呼ばれた男』（04・未）、スコット・ディクソン監督『エミリー・ローズ』（05）、ジョン・タ 

トゥーロ監督『Romance & Cigarettes』（05）、アリソン・イーストウッド監督『レールズ＆タ 

イズ』（07・未）、クロストフ・バラティエ監督『Paris 36』（08）、スザンヌ・ビア監督『悲 

しみが乾くまで』（08）等がある。 

JAMES J. MURAKAMI 

ジェイムズ・Ｊ・ムラカミ（美術） 

イーストウッド作品で美術を担当するのは『硫黄島からの手紙』（06）、『チェンジリング』 

（08）に続いて３度目。それ以前は、イーストウッドと旧知の美術デザイナー、ヘンリー・バム 

ステッドと組み、『許されざる者』（92）でセット・デザイナーを、『真夜中のサバナ』（97） 

でアート・ディレクターを務めた。 

このほかアート・ディクレクターを務めた作品に、ジョン・バダム監督『ウォー・ゲーム』（83）、 

バリー・レビンソン監督『ナチュラル』（84）、マーティン・ブレスト監督『ビバリーヒルズ・ 

コップ』（84）と『ミッドナイト・ラン』（88）、デイビッド・フィンチャー監督『ゲーム』（97）、 

ピーター・ハイアムズ監督『レリック』（97）など。トニー・スコット監督作では『ビバリーヒ 

ルズ・コップ２』（87）、『トゥルー・ロマンス』（93）、『クリムゾン・タイド』（95）、 

『エネミー・オブ・アメリカ』（98）でアート・ディクレクターとして活躍。セット・デザイナ 

ーとしては、『スニーカーズ』（92）、『アイ・ラブ・トラブル』（94）、『真夏の出来事』（96）、 

『ポストマン』（97）、『プリティ・プリンセス』（01）、『スコーピオン・キング』（02）、 

ＴＶシリーズ「チャームド 魔女３姉妹」等を手がけた。



2004 年にＴＶシリーズ「Western」（04）でエミー賞にノミネートされ、翌年には米 HBO 放 

送のシリーズ「デッドウッド 銃と SEX とワイルドタウン」（05）で同賞を受賞した。 

JOEL COX 

ジョエル・コックス（編集） 

ワーナー・ブラザース作品をひとすじに手がけ、その大半をイーストウッド作品が占める。編 

集アシスタント時代に『アウトロー』（76）を担当したのをきっかけに、25 本あまりのイース 

トウッド主演作、監督作、プロデュース作に携わってきた。そのうち『許されざる者』（92）で 

米アカデミー賞の編集賞に輝き、『ミリオンダラー・ベイビー』（04）で同賞にノミネートされ 

た。

ほかに担当したイーストウッド作品に、『ダーティハリー４』（83）、『ペイルライダー』（85）、 

『ハートブレイク・リッジ／勝利の戦場』（86）、『バード』（88）、『ホワイトハンター ブ 

ラックハート』『ルーキー』（共に 90）、『パーフェクト・ワールド』（93）、『マディソン 

郡の橋』（95）、『目撃』『真夜中のサバナ』（共に 97）、『トゥルー・クライム』（99）、 

『スペース カウボーイ』（00）、『ブラッド・ワーク』（02）、『ミスティック・リバー』（03）、 

『父親たちの星条旗』『硫黄島からの手紙』（共に 06）、新作『チェンジリング』（08）など。 

また、恩師のフェリス・ウェブスターと共同編集したイーストウッド作品に『ダーティハリー３』 

（76）、『ガントレット』（77）、『アルカトラズからの脱出』（79）、『ブロンコ・ビリー』 

『ダーティファイター／燃えよ鉄拳』（共に 80）等がある。 

GARY D. ROACH 

ゲイリー・ローチ（編集） 

『目撃』（97）でイーストウッド作品に初参加。そのときは実習生だったが、まもなく編集アシ 

スタントに昇格し、『真夜中のサバナ』（97）、『トゥルー・クライム』（99）、『スペース カ 

ウボーイ』（00）、『ブラッド・ワーク』（02）、『ミスティック・リバー』（03）、『ミリ 

オンダラー・ベイビー』（04）、『父親たちの星条旗』（06）を担当。『硫黄島からの手紙』（06） 

でひとり立ちし、本作のジョエル・コックスと共同で編集にあたる。アリソン・イーストウッド 

の初監督作『レールズ＆タイズ』（07・未）ではひとりで編集を手がけた。



ドキュンメンタリー映画では、マーティン・スコセッシ製作、イーストウッド監督の『ピアノ・ 

ブルース』（03 ・未）や人気歌手トニー・ベネットを描いた『Tony Bennette: The Music Never Ends』 

（07）を担当した。 

DEBORAH HOPPER 

デボラ・ホッパー（衣装） 

イーストウッドが主演と製作を兼ねた『タイトロープ』（84）で女性用の衣装を監修。以来、 

20 年あまりにわたってイーストウッド作品にかかわってきた。女性用衣装の監修として『ペイ 

ルライダー』（85）、『ハートブレイク・リッジ／勝利の戦場』（86）、『バード』『ダーティ 

ハリー５』（共に 88）、『ピンク・キャデラック』（89）、『ルーキー』（90 を手がけ、衣装 

全般の監修としては『目撃』『真夜中のサバナ』（共に 97）、『トゥルー・クライム』（99） 

を担当。 

衣装デザイナーに昇格してからは『スペース カウボーイ』（00）、『ブラッド・ワーク』（02）、 

『ミスティック・リバー』（03）、『ミリオンダラー・ベイビー』（04）、『父親たちの星条旗』 

『硫黄島からの手紙』（共に 06）を手がけ、近作『チェンジリング』（08）では年代物の衣装 

をデザイン。アリソン・イーストウッドの初監督作『レールズ＆タイズ』（07・未）でも衣装を 

担当した。 

このほか衣装の監修を務めた作品に、『氷の微笑』『チャーリー』（共に 92）、『Exit to Eden』 

（94）、『ストレンジ・デイズ』（95）、『ゴッドー・エージェント』（96・未）、『狼たち 

の街』（96）など。ＴＶ映画「L.A.シェイクダウン／裸体の疑惑」（87）では 50 年代の衣装を 

手がけ、エミー賞を獲得した。 

KYLE EASTWOOD 

カイル・イーストウッド（音楽） 

本作では長年のパートナー、マイケル・スティーブンスととも主題歌を含むスコア全般を提供。 

これまでにもスティーブンスと組んで『ミスティック・リバー』（03）、『ミリオンダラー・ベ 

イビー』（04）、『父親たちの星条旗』『硫黄島からの手紙』（共に 06）といった父クリント・



イーストウッドの作品を担当。アリソン・イーストウッドの初監督作『レールズ＆タイズ』（07・ 

未）でもスティーブンズと共同でスコアを手がけた。 

米カリフォルニア州カーメル出身。ジャズの好きな父に連れられて、幼いころからモンテレ 

ー・ジャズフェスティバルなどに親しみ、デューク・エリントン、カウント・ベイシー、マイル 

ス・デイビスらのジャズに触れる。高校時代は学友とバンドを組んで、地元ぺブルビーチで演奏 

をしていた。1986 年、南カリフォルニア大学２年生のとき、音楽活動に専念するため休学を決 

意。一年だけのつもりが、今に至っている。 

ニューヨークやロサンゼルスでの下積み時代を経て、ソニーと契約し、98 年にファースト・ 

アルバム「From There to Here」をリリース。このアルバムでは歌姫のジョニ・ミッチェルをボ 

ーカルに迎え、ジャズのスタンダードとオリジナル曲を収録して高い評価を得る。04 年にジャ 

ズ専門の英国のレコード会社キャンディッド・レコーズと契約。同社を通して、サック奏者デイ 

ブ・コーズが率いるランデブー・エンターテイメントとも契約が決まり、アメリカでのアルバム 

リリースが可能になった 

05 年に発表したセカンド・アルバム「Paris Blue」には父クリントも参加し、９歳の娘も自作 

自演のイントロソングを提供。06 年秋に３枚目のアルバム「NOW」を発表。最新アルバム 

「Metropolitan」は 09 年５月に発売される予定だ。 

MICHAEL STEVENS 

マイケル・スティーブンス（音楽） 

本作のカイル・イーストウッドと組んでスコアを手がけた作品に、『ミスティック・リバー』 

（03）、『ミリオンダラー・ベイビー』（04）、『父親たちの星条旗』『硫黄島からの手紙』（共 

に 06）、アリソン・イーストウッドの初監督作『レールズ＆タイズ』（07・未）がある。また、 

カイル・イーストウッドのアルバム「Paris Blue」「NOW」「Metropolitan」で作曲やプロデュ 

ースを担当した。 

米シカゴ郊外のパラタインで育ち、５歳でピアノを始める。のちにドラムへ転向するが、家の 

中で練習する息子に辟易した父親からギターを買ってもらい、クラシックギターに目覚める。17 

歳でフロリダへ出て、マイアミ大学に入学し、キューバのギタリスト、ファン・メルカダルらと 

クラシックギターを学ぶ。そのかたわらで作曲も始め、ビージーズのアルバム「ESP」に２曲提 

供するが、残念なことにアルバム発売前にカットされてしまった。



1987 年に南カリフォルニア大学へ転入し、ベースを弾いていたカイル・イーストウッドと知 

り合う。ふたりでユニットを結成し、アルバム「Magnetic Vacation」を発表。ユニットの活動が 

軌道に乗ってきたころ、クリント・イーストウッドの勧めでイーストウッド主演、監督の『ルー 

キー』（90）に曲を提供し、映画音楽の世界に進出した。 

90 年から６年間、映画音楽の大家ハンス・ジマーに師事。米アカデミー賞の作曲賞に輝いた 

『ライオン・キング』（94）など 20 本あまりのサウンドトラックで演奏、録音、プロデュース 

にあたった。 

近年では、『さよなら。いつかわかること』（07）で主題歌をプロデュースし、本作の主題歌 

を歌っているジェイミー・カラムをボーカルに起用。ピューリッツア賞に輝く写真家エディ・ア 

ダムズを追ったドキュメンタリー映画『An Unlikely Weapon』（09／仏アビニョン国際映画祭で 

最優秀ドキュメンタリー賞を受賞）ではスコアを手がけた。 

# # #


